
Windows XP(Professional,Home Edition)ﾉ機能を使って直接 MR104DV と接続するための設定方法です。 

Windows2000(Professional,Server)の設定も同様です。 

 

接続例  

 東京のネットワーク(192.168.100.0/24)と大阪の PC(WindowsXP) と Windows の IPsec 機能 

 を利用して接続します。 

  

注意：Windows2000/XP の IPsec 機能は、アグレッシブモードをサポートしていないため、 

双方固定 IP アドレスの接続になります。 

  

         PC①  192.168.2.2/24 

         | 

  東京 ------------------ 192.168.2.0/24 

        | 

      MR104DV      

        |  211.211.211.211(固定) 

        | 

        | 

      インターネット 

        | 

        | 

        |  10.10.10.10(固定)     

 大阪   PC②(WindowsXP) 

 

○ Windows の設定 

 

下記の設定は、Windows XP が MR104DV LAN 側の特定のクライアント１台に接続する場合です。 

サブネットを指定することも可能です。 

 

 ・[スタート]-[ファイル名を指定して実行]-[mmc]と入力して[OK]をクリックしてください。 

■VPN ポリシーの作成 

 

「ファイル」をクリックします。 



「スナップインの追加と削除」をクリックしま

す。 

「追加」をクリックします。 

「IP セキュリティポリシーの管理」を選択し、

「追加」をクリックします。 



「ローカルコンピュータ」にチェックし、「完了」

をクリックします。 

■VPN ポリシーの設定 

 

「ローカルコンピュータのセキュリティ」を右ク

リックし、ショートカットメニューから「IP フィ

ルタ一覧とフィルタ操作の管理」をクリックしま

す。 

「追加」をクリックします。 



■XP から DV への SA ポリシーを作成 

 

「名前」欄に「TO DV」を入力し、「追加」をクリッ

クします。 

「次へ」をクリックします。 

「発信元アドレス」を「このコンピュータの IP

アドレス」とし、「次へ」をクリック 

 

 

「宛先アドレス」を「特定の IP アドレス」とし、

「IP アドレス」を「192.168.2.2」とし、「次へ」

をクリックします。 

※ DV の LAN 側クライアントの IP アドレス 

接続したい PC を特定しない場合は「特定の IP

サブネットを選択します。 



「プロトコルの種類の選択」を「任意」とし、「次

へ」をクリックします。 

「プロパティを編集する」にチェックを入れ、 

「完了」をクリックします。 

「ミラー化」のチェックをはずし、「ＯＫ」をク

リックします。 



「IP フィルタ一覧」に「TO DV」が表示され、 

「追加」をクリックします。 

■DV から XP への SA ポリシーを作成 

 

「名前」欄に「TO XP」を入力し、「追加」をクリッ

クします。 

「次へ」をクリックします。 



「発信元アドレス」を「特定の IP アドレス」と

し、「IP アドレス」を「192.168.2.2」とし、「次

へ」をクリックします。 

※ DV の LAN 側クライアントの IP アドレス 

接続したい PC を特定しない場合は「特定の IP

サブネットを選択します。 

「宛先アドレス」を「このコンピュータの IP ア

ドレス」とし、「次へ」をクリックします。 

「プロトコルの種類の選択」を「任意」とし、「次

へ」をクリックします。 

「プロパティを編集する」にチェックを入れ、 

「完了」をクリックします。 



「ミラー化」のチェックをはずし、「ＯＫ」をク

リックします。 

「IP フィルタ一覧」に「TO DV」と「TO XP」が

表示され、「フィルタ操作の管理」タブをクリッ

クします。 

「追加」をクリックします。 



「次へ」をクリックします。 

「名前」欄に「XP TO DV」と入力します。 

「セキュリティのネゴシエート」にチェックを入

れます。 

「IPsec をサポートしないコンピュータと通信

しない」にチェックし、「次へ」をクリックしま

す。 



「カスタム」にチェックを入れ「設定」クリック

します。 

「整合性アルゴリズム」を「MD5」とする「新し

いキーの生成間隔」にチェックします。 

暗号化アルゴリズムは、「3DES」としていますが

MR104DV の設定とあわせてください。 

「プロパティを編集する」にチェックし、「完了」

をクリックします。 



「セッションキーの PFS」にチェックし、「ＯＫ」

をクリックします。 

「閉じる」をクリックします。 

「ローカルコンピュータのセキュリティ」を右ク

リックし、ショートカットメニューから「IP セ

キュリティポリシーの作成」をクリックします。



「次へ」をクリックします。 

「名前」欄に「VPN XP TO DV」と入力し、「追加」

をクリックします。 

「規定の応答規則をアクティブにする」のチェッ

クをはずし、「次へ」をクリックします。 

「プロパティを編集する」にチェックし、「完了」

をクリックします。 



「追加」をクリックします。 

「次へ」をクリックします。 

「次の IP アドレスでトンネルエンドポイントを

指定する」に、DV の WAN 側 IP アドレスを指定し、

「次へ」をクリックします。 

「すべてのネットワーク接続」にチェックを入

れ、「次へ」をクリックします。 



「次の文字列をキー交換（事前共有キー）の保護

に使う」に「123」と入れ、「次へ」をクリックし

ます。 

 

※DV の仮共有キーに相当 

「TO DV」にチェックし、「次へ」をクリックしま

す。 

「XP TO DV」にチェックし、「次へ」をクリック

します。 

「プロパティを編集する」のチェックをはずし、

「完了」をクリックします。 



「追加」をクリックします。 

「次へ」をクリックします。 

「次の IP アドレスでトンネルエンドポイントを

指定する」に、XP の固定グローバル IP アドレス

を指定し、「次へ」をクリックします。 

「すべてのネットワーク接続」にチェックを入

れ、「次へ」をクリックします。 



「次の文字列をキー交換（事前共有キー）の保護

に使う」に「123」と入れ、「次へ」をクリックし

ます。 

 

※DV の仮共有キーに相当 

「TO XP」にチェックし、「次へ」をクリックしま

す。 

「XP TO DV」にチェックし、「次へ」をクリック

します。 

「プロパティを編集する」のチェックをはずし、

「完了」をクリックします。 



「閉じる」をクリックします。 

「VPN XP TO DV」を右クリックします。 

ショートカットメニューから「割り当て」をク

リックします。 

 

○ MR104DV の設定 

MR104DV の設定は「リモートゲートウェイアドレス」「リモート IP アドレス」に、Windows XP のグローバル 

アドレスを登録します。仮共有キーは、Windows 側で設定した「事前共有キー」と同じものを入力します。 



 


